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12 Ⅲ．判断 4
13 ①被害感： 有 or 無 3
14 ②行　為： 有 or 無 2
15 ③客観性： 有 or 無 1
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≪記録例≫

いじめを見立てる力を高める校内研修 記録様式
〜記録者⽤資料〜
≪記録様式≫

（方眼付模造紙を使用したときの転記位置の目安）※吹き出しは留意点

マス

A～G

〈検討項目〉

(1) 共通情報

(2) 個別情報

観点１：影響を与える行為

観点２：本人の様子や状況

・出された情報を箇条書き

でまとめる。

〈検討項目〉

❶ 行為の反復性

❷ アンバランスパワー

（力関係の不均衡さ）

❸ シンキングエラー

（人権に影響を及ぼす間違った考えや認識）

・被害的立場

・加害的立場

・傍観者

・教職員

「情報」や「リスク」で出た意見の中で、

「判断」に反映させるものには下線を引く。

「被害感」→青，「行為」→赤，「客観性」→緑,

有or無

有or無

有or無

Ａ～Ｇ


